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 絶縁材や断熱材として広く使用されている発泡ポリマーの内部構造を高精細かつ三次元的に

可視化することを目的として、サンプルによって生じた屈折角を画像化する屈折コントラスト

X 線イメージング法(DEI: Diffraction enhanced imaging)による観察を試みた。本手法は従来

の X 線 CT に比べて 10 倍以上高感度であるために、短時間、無造影、かつ高い密度分解能で

構造等を可視化できると考えられる。 
図１に示したイメージングシステムを新たに構築し、BL-15C において電線の絶縁材料であ

る発泡ポリマーの観察を行った。使用した X 線のエネルギーは 17.8 keV、X 線の検出にはファ

イバーカップリングの X 線カメラ[1]を用いた。また、単色器、非対称結晶、及びアナライザー

結晶の回折面として Si(220)を用いた。試料内部の密度差が比較的大きいために、測定にはアナ

ライザー結晶をスキャンする方法[2]を用いた。 
図２に得られた三次元ボリュームレンダリング像を示す。ポリマー内の発泡した気泡を明瞭

に可視化できていることがわかる。密度分解能を評価した結果、約 20 mg/cm3であり各ポリマ

ー相を分離可能な分解能が得られていることがわかった。また、異なる条件で作製したポリマ

ーを同様の条件で観察した結果、気泡のサイズ等の違いを定量的に評価することができた。さ

らに、より高いエネルギーの X 線を用いた測定では、銅管内のポリマーなどを可視化すること

に成功した。今後は、ポリマーの構造とその電気的な特性との関連について評価を進めると同

時に、X 線の高エネルギー化等により in situ 観察を試みる予定である。 
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 図１ イメージングシステムの概要   図２ 発泡ポリマーの三次元像 
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